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令和４年度（2022年度）
飯島町の予算概要

長野県飯島町
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予算編成のポイント

１

一昨年来、新型コロナウイルス感染症が住民生
活に大きな影響を与えている中、当町においては
補正予算による措置を講じ、感染拡大の防止と経
済の活性化の両立をさせながら、住民の生活を守
るための取り組みを、国・県との役割分担の中で
進めてきました。
長期化するコロナ禍による影響は、町政全般に

も影を落とし、住民の健康や経済をはじめ、人と
のかかわりが減ったことで、人間関係の希薄化や
地域力の低下など、目には見えない部分への影響
も懸念されるところです。

財務省関東財務局が本年１月に発表した県内経
済状況では、「県内経済は、新型コロナウイルス
感染症の影響 がみられるものの、持ち直しつつあ
る。」と発表されたところですが、その後のオミ
クロン株の感染拡大の影響により、先行きについ
ては再び不透明な状況が続いています。

令和４年度当初予算においては、コロナ禍の影
響により傷つき疲弊したところにできる限り手を
差し伸べ、守り支え、かつ、町の未来への持続性
をしっかり確保できる予算を目指し編成しました。

歳入の見通しでは、町税はコロナ禍等による減
収を見込んだ前年度に比較して増収のほか、交付
税も国の前年度同水準の確保見込みという情報等
に基づき増を見込む一方、地方譲与税や各種交付
金は減少傾向の見込みであり引き続き厳しい状況
が見込まれています。歳出では、道路改良工事や
公共施設の改修工事等の普通建設事業費や定住施
策に関する補助費、人件費の増など削減が難しい
経費が増加しています。

こうした厳しい状況ではありますが、令和4年
度は、「第６次総合計画」に定められた目標であ
る“新しい発想で考えるアルプスのまち 豊かな未
来・自然・暮らし”の実現を目指し、8つの基本構
想の実現に向け、着実に歩みを進めるとともに、
引き続き、コロナ対策を優先としながら、重点プ
ロジェクト事業に重点的に取り組む予算編成を行
いました。特に、喫緊の課題である人口減少に対
する各種事業を実施することにより、人口減少に
歯止めをかけ、地域活性化を図りながらリニア中
央新幹線の開通に向け将来に希望を持てるまちづ
くりを着実に進め、町民の皆様と共に感動と喜び
を分かち合えるよう取り組んでまいります。



全会計の予算規模

会計区分 令和4年度 令和3年度 対前年度増減額
増減率

（％）

一 般 会 計 51億9,900万円 49億8,100万円 2億1,800万円 4.4

国民健康保険 9億5,446万5千円 9億6,964万4千円 △1,517万9千円 △1.6

後期高齢者医療 1億5,642万6千円 1億5,754万4千円 △111万8千円 △0.7

介護保険事業 11億2,873万9千円 11億2,151万9千円 722万円 0.6

水道事業 4億4,013万3千円 4億5,713万1千円 △1,699万8千円 △3.7

下水道事業 9億37万円 9億1,255万3千円 △1,218万3千円 △1.3

合 計 87億7,913万3千円 85億9,939万1千円 1億7,974万2千円 2.1
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一般会計予算の推移

令和４年度一般会計予算 51億9,900万円
（前年度増減額 2億1,800万円 4.4％の増）
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全会計予算の推移

令和4年度全会計予算 87億7,913万3千円
（前年度増減額 1億7,974万2千円 2.1％の増）
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第６次総合計画・基本計画に掲げる８つの柱

５



飯島町第６次総合計画に基づく主要施策

令和４年度は、飯島町第６次総合計画（2021年度～2030年度）の２年目となります。
2030年の町の将来像を実現するため、基本計画に基づく政策の方向性に沿って、諸施策を推進
していきます。

主な主要施策（戦略的な施策）基本構想 重点プロジェクト

•（拡充）消防団員の処遇改善

•（新規）庁内ネットワーク、校務系システム再構築等業務

•（新規）長野県職員派遣

Ⅰ.住民と行政の創合力

による安全で安心なま

ちづくり

•（新規）再生可能エネルギー導入戦略策定業務

•（継続）マイナンバーカード普及事業

•（継続）宅地評価替不動産鑑定業務

Ⅱ.美しく快適な暮らし

の環境を将来へつなぐ

•（新規）重層的支援体制整備移行準備事業

•（新規）生活困窮者相談支援業務

•（新規）高齢者補聴器購入費助成事業

Ⅲ.誰もが健康で居場所

と出番があり共に支え

合える地域づくり

•（新規）集落営農支援事業（地区営農組合自立支援補助金）

•（新規）商業施設用地造成等整備事業

•（新規）水利施設保全高度化事業（新井地区概要書作成業務）

Ⅳ.地域特性を生かした

産業の創造と振興のま

ちづくり
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•（新規）社会資本整備交付金事業（高尾本線）

•（新規）町営住宅除却工事（豊岡住宅一部）

•（継続）水道老朽管更新工事

Ⅴ.暮らしを支える強靭

で快適なライフライン

の創造

•（拡充）地域づくり支援員事業

•（新規）摺鉢窪避難小屋改修工事等

•（新規）城ヶ池周辺環境整備工事

Ⅵ.魅力向上で住みた

い・住み続けたい地域

づくり

•（新規）子育て世帯0-3歳上下水道関連応援事業

•（新規）いいじま☆すこやか子育て応援事業～もぐもぐ給食応援～

•（新規）移動図書館車更新

Ⅶ.「子どもの元気」と

「学びの力」でいきい

き豊かな暮らし

•行財政改革による『秘書広報係』新設（情報発信の強化、情報化・DX※の推進）

•（継続）こども議会の開催

•（継続）第６次総合計画を中心とした全体施策の推進

Ⅷ.将来像を実現する創

造力にあふれた行政基

盤づくり

豊
か
な
未
来
・
自
然
・
暮
ら
し

事業戦略（主な施策）基本構想 重点プロジェクト

飯島ルネサンス「環境循環ライフ構想」プロジェクト

人口増プロジェクト

7

豊かな森林や水資源を安定活用する強靭化を進め、木質バイオマス発電や水力発電により資源の地産地消や自主財源の確保を図ります。また、「アグリ
イノベーション2030」による新しい農業の取り組みや、災害に強いまちづくり、「飯島流ワーケーション」による地域交流などを推進します。

人口増に関連する、妊娠・出産・子育て支援や、子育て世代が働きやすい職場づくりの支援、魅力的な保育・教育環境づくり、若い世代のＵターンや
都市部からの転入の促進、住環境の整備、魅力的な情報発信などを連携して進めることで、次世代に繋がるまちづくりを推進します。

人
口
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※DX（デジタル・トランスフォーメーション）：ICTの浸透が人々の生活にあらゆる面でより良い方向に変化させること。

「秘書広報係」新設



令和４年度一般会計当初予算のポイント

・南信交通災害共済負担金の支援

・指定避難所への可搬型蓄電システム
の設置

・消防団員処遇改善

町民の皆様の命を守るため

防災力の強化を図ります

・ 「飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金」新設
・ 「飯島町に光をそそぐマイホーム取得奨励金」新設
・ 「飯島町民間宅地開発補助金」新設

etc etc

■防災体制の強化（Ｐ14）

飯島ルネサンス環境循環ライフ構想プロジェクト

■飯島でマイホーム取得支援（定住促進）（Ｐ10,11）

■飯島で子育て支援（Ｐ12）

・ 保育園給食費（副食費）完全無償化
・「子育て世帯0-3歳上下水道関連応援事業補助金」新設etc etc
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・公民館、公共施設の長寿命化

■指定避難所の強化（Ｐ21）

■行政のデジタル化の推進（Ｐ21）

■教育ＩＣＴの推進（Ｐ20）

etc

・「秘書広報係」の新設
情報化・ＤＸの推進、情報発信の強化

・ＩＣＴ教材提示機器、
デジタル教科書等の整備

時代に対応したサービスを

町民の皆様へ提供します

■感染拡大の防止（Ｐ13）

・公共的空間の安全・安心確保事業
空調設備の更新・設置

新型コロナウイルス感染症に対し

きめ細やかな対策を講じます

■住民生活・地域経済の支援（Ｐ13）

・移動図書館車の更新

・新型コロナウイルスワクチン接種事業

人口増プロジェクト

第6次総合計画の将来像実現に向け、新たな発想でまちづくりを進めます

■再生可能エネルギー導入戦略策定業務

（Ｐ9）
■木質バイオマスエネルギー供給事業導入
計画策定業務

■「飯島流ワーケーション運営補助金」新設

ふたつのプロジェクトを重点的に推進します



飯島ルネサンス「環境循環ライフ構想」プロジェクト

森林や農地、豊富な水、食や農村文化などの資産を資本とし、経済性を伴った事業を
展開することで、地域課題の解決とブランド力の向上、分散型エネルギーの確保による
持続可能なまちづくりを推進

（２）（新）木質バイオマスエネルギー供給事業導入計画策定業務
環境循環ライフ構想推進費【環境循環ライフ構想推進室：1176】

＜１,100万円＞

（１）（新）小水力発電導入可能性調査の実施
新エネルギー普及対策事業【生活環境係：2872】

（３）飯島流ワーケーション事業
飯島流ワーケーション事業【環境循環ライフ構想推進室：1178】

＜660万円＞

環境循環ライフ構想における
水力発電事業を具体化するため、
生活環境係所管の再生可能エネ
ルギー導入戦略策定業務内にて、
農業用水路におけるポテンシャ
ル調査も含めた実現可能性調査
を行います。

飯島流ワーケーション事
業を円滑に進めるため、地
域おこし協力隊制度を引き
続き活用するとともに、
ワーケーションやサテライ
トオフィス及びグランピン
グ等が横展開で連携できる
よう、推進戦略策定に取り
組みます。

■事業内容 【係名：事業コード】【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続

※事業の再掲有

木質バイオマス発電や木質バイ
オマスボイラーによる電力供給・
熱供給を実現させるため、公共施
設が集中するエリアや道の駅及び
農業施設等において、平時の業務
等への利用・災害時における電力
供給を視野に入れた資源量調査・
実現可能性調査を行います。

ワーケーションエリア名称：「ii（いい）ネイチャー春日平」

（４）（拡）環境循環ライフ構想構築サポート業務
環境循環ライフ構想推進費【環境循環ライフ構想推進室：1176】

＜350万円＞町に関わる様々な資源や分野・主体
により環境循環ライフ構想を推進する
ため、アグリイノベーション2030も含
めた専門的知見から、プロジェクト運
営をサポートする再生可能エネルギー
普及コンサルタントを活用します。

パートナーシップに
よる課題解決

環 境

経 済 社 会

環境省との協議 9



「人口増プロジェクト」主要事業

■事業内容
【係名：事業コード】【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続

※事業の再掲有

（１）（新）飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金
定住促進事業【定住促進室：1171】＜3,000万円＞

若者世帯等の定住を促進するため、町内に居住する目的で住宅又は住宅用地を
取得された方に対し、費用の一部を助成します。

補助額
飯島町内に定住のための宅地や住宅を取得した場合に、最大200万円を

補助します。（補助率２分の１）

対象者 対象経費 補助金額

若者世帯
（49歳以下）

上限

200万円

さらに、地域経済循環に対する奨励として、町内事業者を利用することで、
お米60㎏ 、 いいちゃん商品券（2万円分）を贈呈します。

住宅の建築費・購入費

住宅用地の購入費

補助金の例
■（例１）新築住宅を自分の土地に1,500万円で建築した場合

（建築費用）1,500万円×補助率１／２＝750万円
⇒ 補助金額200万円（上限）

■（例２）中古住宅と土地を合わせて300万円で購入した場合

（購入費用）300万円×補助率１／２＝150万円
⇒ 補助金額150万円

■（例３）住宅を建てるための土地を500万円で購入した場合

（購入費用）500万円×補助率１／２＝250万円
⇒ 補助金額200万円（上限）

（２）（新）飯島町に光をそそぐマイホーム取得奨励金
定住促進事業【定住促進室：1171】

町内に住宅を取得する若者または子育て世帯に向けて、新築住宅に対する固定
資産税相当額（居住部分）を、翌年度に奨励金として10年間交付します。

（実質固定資産税の負担ゼロ）

■補助対象者
（１）自らが定住する目的で町内に新たに

住宅を取得ること。
（２）住宅取得日において、申請者の年齢

が49歳以下であること。ただし、配
偶者がある場合は、申請者又は配偶
者の年齢が49歳以下であること。

■補助対象住宅
（１）飯島町に光をそそぐマイホーム取得

補助金の補助対象住宅であること。

■補助金の額及び期間
（１）補助金の額は、新たに取得した家屋の

住宅部分に係る固定資産税の納税額相
当の額とする。

（２）補助対象者に対して新たに固定資産税
が課せられることとなった年度から起
算して10年を限度とする。

補助制度

（２）令和４年４月１日から令和７年３月31
日までの間に取得した住宅であること。

飯 島 で マ イ ホ ー ム
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（３）（新）飯島町民間宅地開発補助金
定住促進室事業【定住促進室：1171】＜１,000万円＞

都市計画法に基づく開発許可が不要な面積3,000㎡未満の宅地開発
において、快適な居住環境の形成に資するため、宅地分譲を行う事
業者に対し造成費用の一部を補助します。

■下記①と②の内、いずれか低い額

（ただし、１事業の上限は200万円）

補助額

①下記A＋Bの額
A：「分譲区画数」×１区画あたり30万円
B：「新設道路及び既存の道路のセットバック部分で町に寄付した

用地面積」×１平方メートル当たり５千円

②宅地開発事業に係る工事費の１／２
（工事費：土地造成費、上下水道整備費、道路整備費等）

（参考１）
区画：30万円×３区画＝90万円
道路：５千円×90㎡＝45万円

合計：135万円

※道路後退（セットバック）面積
延長45m×幅２m＝90㎡と設定

区画A
165 ㎡

区画B
165 ㎡

区画C
165 ㎡

既存道路（有効幅員４m未満）

道路後退
（セットバック）

イメージ

区画C
165 ㎡

区画D
165 ㎡

区画A
165 ㎡

区画B
165 ㎡

新設道路

道路後退
（セットバック）

既存道路（有効幅員４m未満）

（参考２）
区画：30万円×４区画＝120万円

道路：５千円×92㎡＝46万円
５千円×72㎡＝36万円

合計：202万円
⇒ 上限200万円

※新設道路面積
延長22m×幅４m＝88㎡と設定

隅切２m×２m×0.5×２箇所＝４㎡
88㎡＋４㎡＝92㎡

※道路後退（セットバック）面積
延長36m×幅２m＝72㎡と設定

（４）（継）鳥居原横断線測量調査業務
社会資本整備総合交付金事業【建設係：4235】

＜１,600万円＞
魅力的な住宅の供給を視野に、県道飯島（停）日曽利線を起点と
した鳥居原横断線（鳥居原地区）、石曽根横断線（石曽根地区）を
「若者・子育て世帯重点区域」とし、道路の拡幅、歩道の設置を
行います。

（参考）

エリア①：石曽根横断線（県道飯島（停）日曽利線～堂前線）620m

エリア②：鳥居原横断線（東部保育園西～県道（飯島（停）日曽利線））430m

エリア③：一ツ石線（洲原神社西交差点～東部保育園西）280m

エリア①

エリア②

エリア③

飯島町土地利用構想図（国土利用計画2021-2030 第４次飯島町計画）

飯島駅

東部保
育園
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（５）（新）保育園給食費完全無償化
いいじま☆すこやか子育て応援事業 ～もぐもぐ給食支援～

子ども支援費【こども室：5123】＜22万円＞
（支援相当額1,026万円）

保育又は教育を受ける子育て世帯に対し、経済的負担を軽減する
ため、令和４年４月より、保育園等の給食費（副食費）※の無償化
（３歳以上児）をスタートします。

※給食費（副食費）：おかず、おやつ等

～これまで～

無償化

主食(個人で用意)

給食費（副食費一部負担）

保護者の皆様

副食費：国の基準額（月額）
4,500円の内1,500円を町が支
援、残り3,000円を自己負担

町役場

保護者の皆様
町役場

～無償化後（令和４年４月以降）～

保育料

主食(個人で用意)

無償化

給食費（副食費）

無償化

副食費：国の基準額（月額）

4,500円全額を町が支援

×

■町外の保育施設等を利用されている場合、給食費（副食費）相当分を補助します。

（６）（新）子育て世帯0-3歳上下水道関連応援事業補助金
企画費【水道係：1175】＜120万円＞

「第２期 飯島町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、出産
後の親子が生き生きした生活を確保できる環境づくりの支援策の
一つとして、出生と同時に増加する水道料金と下水道使用料金に
ついて、子育て世帯０～３歳児までの負担軽減のための応援補助
金を交付します。

補助制額

■補助対象者
以下の①～③をすべて満たす世帯
①飯島町内在住で０歳児から３歳児※がいる世帯
②町税その他義務的納金を滞納していない世帯
③当該年度末以降も飯島町内に居住する世帯

※3歳児は３歳になった年の３月31日まで対象
対象者 区分

補助金額
（年額）

子育て世帯
(０歳～３歳児)

・水道料金
・下水道使用料金
・合併処理浄化槽等 ５,000円／人

■１人につき5,000円/年
（補助金は年度末に交付）

保育料

飯 島 で 子 育 て
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新型コロナウイルス感染症対策に関する主な事業

新型コロナウイルス感染症拡大の対応として、健やかな住民生活の回復とまちの活力を取り戻すため、「きめ細かな生活支援」等の事業を

引き続き継続し、さらに「新しい生活様式」を踏まえた地域住民生活・地域経済を支援する町独自の取り組みを推進します。

Ⅱ.新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた地域経済、
住民生活の支援等

■（継）成人式出席者ＰＣＲ検査業務

生涯学習費【生涯学習係：5611】<90万円>

新型コロナウイルス感染症拡大防止をふまえた上で成人式を安心・安全
に開催し、参加者の不安を軽減するため、参加者全員にPCR検査を実施し
ます。

Ⅰ.新型コロナウイルス感染症に対する対応
（医療提供体制の整備、感染拡大の防止等）

■（継）新型コロナウイルスワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業【保健医療係：2823】
<3,117万6千円>

■（継）公共的空間安全・安心確保事業

役場庁舎管理費【庶務係：1152】<1,334万6千円>
道の駅花の里いいじま管理費【農政係：3742】<372万円>
道の駅田切の里管理費【農政係：3743】<465万2千円>
認可保育園運営費【こども室：2641】<86万円>

公共施設における３密対策とソーシャルディスタンスの確保、室内換気等
を促進し、新型コロナウイルスの感染を予防します。

・役場庁舎内議会棟空調設備更新工事
・道の駅花の里いいじま空調設備更新工事
・道の駅田切の里食品加工室改修工事
・飯島保育園給食室空調設備更新工事

■（継）図書館パワーアップ事業

図書館費【生涯学習係：5631】<2,109万5千円>

外出抑制時に在宅で過ごす時間を豊
かなものとし、また「新しい生活様
式」に対応するため『移動図書館車』
を更新します。

■（継）学校再開等支援事業

飯島小学校管理費【こども室：5211】<14万円>
七久保小学校管理費【こども室：5241】<5万8千円>
中学校管理費【こども室：5311】<11万８千円>

小中学校において基本的な感染対策の徹底を図る
上で必要となる施策を実施します。
（マスク、清拭用消毒液、手指用消毒液等、保健衛
生用品等の購入）

■（継） GIGAスクール構想への支援事業

飯島小学校教育振興費【こども室：5221】<214万8千円>
七久保小学校教育振興費【こども室：5251】<143万円>
中学校教育振興費【こども室：5321】<205万1千円>

・ＩＣＴ教材提示機器
・ＩＣＴ教室用パソコン

学校の臨時休業等の期間中も切れ目ない
学習環境を提供するため、GIGAスクール
構想関連事業等との連携による児童生徒・
教員が学校・自宅で使うICT環境を整備し
ます。

感染拡大及び重症化予防のため新型コロナウイルスワクチン接種を
実施します。
集団接種及び個別接種（～R4.9.30までの予定）

総事業費 約8,169万円
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主な施策の「新規・拡充事業等」のポイント
Ⅰ.住民と行政の創合力による

安全で安心なまちづくり
【係名：事業コード】

【予算要求額○○○万円】

（１）災害に備えた防災体制の充実

■交通安全対策費【危機管理係：1801】 ＜26万円＞

（２）住民主体の防災力アップ

■防災対策費【危機管理係：1861】 ＜70万円＞

（新）防災のしおり更新作成業務

（３）新たな時代の消防団づくり

（４）先端技術を活用した未来のサービスづくり

■消防施設費【危機管理係：4931】 ＜56万円＞

（新）消防団詰所駐車場用地不動産鑑定及び分筆業務

■非常備消防費【危機管理係：4921】＜2,080万円＞

（拡）消防団員処遇改善（年報酬、各種訓練・会議、出動手当等）

持続可能な消防団組織の構築を図る観点から国の標準
額を踏まえて年報酬・手当等の処遇改善を行います。

■情報機器管理費【秘書広報係：1167】＜3,289万円＞

（新）庁内ネットワーク・校務系システム再構築等業務
耐用年数を経過した庁内ネットワーク機器及び学校校務系
システムの再構築を行います。
＊特定財源：高度情報化基金（3,280万円）

（新）新規（拡）拡充（継）継続

（７）未来を担う職員の育成と役場機能の効率化

■役場庁舎管理費【庶務係：1152】 ＜1,334万円＞

（新）議会棟空調機器更新工事

委託費（69万円）、工事請負費（1,265万円）

＊特定財源：公共施設等整備基金（1,260万円）

■一般管理費【庶務係：1111】 ＜412万円＞

（継）農林水産省派遣研修【300万円】

（新）長野県派遣研修【112万円】

※事業の再掲有

■循環バス運行事業【庶務係：1193】
＜1,199万円＞

（６）安心して暮らせる地域公共交通の確保

（５）効果的で速やかな情報発信

■広報広聴費【秘書広報係：1122】 ＜402万円＞

（新）改正個人情報保護法に係る例規整備等支援事業
【220万円】

（継）広報いいじま印刷製本【182万円】

（継）安全安心、利便性と地域の特性に配慮した

公共交通の充実を図ります。

（新）南信交通災害共済負担

18歳（高校3年生相当）までの子どもの
加入掛金を全額公費負担します。

■防災対策費【危機管理係：1861】 ＜297万円＞

（新）可搬型蓄電システム

非常用電源が未配備となっている指定避難所用に導入します。
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Ⅱ.美しく快適な暮らしの環境
を将来へつなぐ

８

（１）低炭素・循環型のまちづくり

（２）接客ホスピタリティー向上

■戸籍住民基本台帳費【住民係：1311】 ＜8万円＞

（３）公平で適正な税収の確保

■賦課徴収費【税務係：1221】＜514万円＞

（継）宅地評価替不動産鑑定業務

令和6年度評価替えに向け不動産鑑定を行い適正課税に努めます。

Ⅲ.誰もが健康で居場所と出番
があり共に支え合える地域

づくり

（１）切れ目のない妊産婦・乳幼児への保健体制

（３）いつでも安心な地域医療体制づくり

【係名：事業コード】
【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続

【係名：事業コード】
【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続

■健康づくり運動事業【保健医療係：2852】 ＜30万円＞

（継）いいちゃん健康ポイント事業

※事業の再掲有
※事業の再掲有

■新エネルギー普及対策事業【生活環境係：2872】
＜1,370万円＞ ■母子保健事業【保健医療係：2841】 ＜16万円＞

（継）多胎児ファミリーサポート利用費補助

多胎児世帯の育児負担軽減を図ります。

（新）再生可能エネルギー導入戦略策定業務【1,100万円】

＊特定財源：国庫支出金（1,000万円）

■健康増進事業【保健医療係：2853】 ＜1,481万円＞

（継）各種健診・検診事業業務

循環器検診・がん検診・歯科健診等を実施
し、疾病の早期発見・予防に取り組みます。（拡）マイナンバーカード普及促進事業

事業所や集まり等に出向き、マイナンバーカード申請補助端末を
利用した申請のサポートを行い、普及促進に努めます。

（２） 「生涯健康」支援

■感染症予防事業【保健医療係：2821】 ＜160万円＞

（継）風しん感染拡大防止追加的対策事業

風しん予防対策の強化として、風しんの抗体保有率
が低い世代の男性に対して、国の定期予防接種とし
て実施します。（令和３年までの取組が、新型コロ
ナウイルスの影響により３年間延長となりました。）

（新）地球温暖化対策実行計画策定業務【270万円】

2050年ゼロカーボンに向け、町の再生可能エネルギー導入と
地球温暖化対策の指針となる「地球温暖化対策実行計画（区域
施策編）」の策定を進めます。

健康診断やがん検診など、健康づくりに取り組む方にポイントを
進呈し、町民の健康づくりを応援します。
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Ⅳ.地域特性を生かした産業の

創造と振興のまちづくり
【係名：事業コード】

【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続（４）みんなが支え合う地域福祉の実現

■地域福祉総合事業【地域福祉係：2103】 ＜189万円＞

（新）生活困窮者相談支援業務

■重層的支援体制整備移行準備事業
【地域福祉係：2105】 ＜491万円＞

※事業の再掲有

（５）高齢者も自分らしく暮らせるまちづくり

■在宅老人福祉事業【高齢者福祉係：2303】＜10万円＞

（新）高齢者補聴器購入費助成事業

（新）【相談支援】・【参加支援】・【地域づくりに向けた支援】の

機能を重層的に整える「重層的支援体制整備事業」を令和7年度
から開始するために、移行準備を進めます。

福祉事務所未設置町村において、一次的な相談支援として、
生活困窮者及びその家族や関係者からの相談に応じる業務を
社会福祉協議会に委託します。

75歳以上の高齢者（住民税非課税世帯の方）に
対し、1人当たり2万円の補助を行います。

（出典）厚生労働省

（１）将来を見据えた農地の有効利用

■農業振興総合対策事業【農政係：3300】＜84万5千円＞

■集落営農支援事業【農政係：3225】＜50万円＞

（新）地区営農組合自立支援補助金

町内4地区営農組合の自主的な運営の強化を図るため、
取り組みに応じた助成を行います。

（拡）遊休農地再生支援事業

遊休農地を解消するために必要な支障物撤去や
土壌改良等に係る経費の一部を助成します。
【支援額】支障物撤去：事業費の1/2（上限3万5,000円/10a）

土壌改良等：事業費の1/2（上限2万円/10a）

（３）スマート農業の推進

■農業振興総合対策事業【農政係：3300】

（新）中山間地農業ルネッサンス推進事業 ＜450万円＞

ラジコン草刈機購入、ラジコン草刈機シェアリングマニュアル作成
＊特定財源：国庫支出金（450万円）

■経営所得安定対策事業【農政係：3211】 ＜602万円＞

（拡）eMAFFの推進 （うち150万円）

農業者等の利便性向上を図るため、オンラインに
より申請等を受付ける「農林水産省共通申請サー
ビス（eMAFF）」の整備を進めます。

＊特定財源：国庫支出金（602万円）

（２）地域の協力による農作業の効率化
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（参考）



（４）就農希望者への積極支援

■農作物災害等対策事業【農政係：3290】

■農業基盤整備促進事業【耕地林務係：3423】
＜1,300万円＞

（６）農業生産基盤の整備

（７）地域の特徴を生かした企業誘致

■企業誘致費【商工係：4162】 ＜499万2千円＞

（新）商業施設用地造成等整備事業

地元滞留率の向上を図るため、商業施設用地の整備に着手します。
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（継）発酵食品のまち推進事業

イベント関連経費、広報ＰＲ掲載料

■商工業振興費【商工係：4121】 ＜15万円＞

（５）地域資源を活かした農業の展開

■道の駅花の里いいじま管理費【農政係：3742】
（新）食堂設備更新等工事 ＜584万円＞

空調及び冷蔵庫の更新を行います。

＊特定財源：公共施設等整備基金（215万円）

■新規就農・経営継承総合支援事業【農政係：3213】

（新）新規就農者育成総合対策事業 ＜468万円＞

新たに経営を開始する者（認定新規就農者）に対して、経営資金を
助成します。
【支援額】12.5万円/月（150万円/年）×最長3年間

＊特定財源：県支出金（468万円）

（新）収入保険掛金補助 ＜100万円＞

異常気象による農作物被害の増に伴い、国の「収入
保険制度」の加入促進と経営安定を図るため、保険
掛金の一部を助成します。

■道の駅田切の里管理費【農政係：3743】
（新）食品加工室改修工事 ＜465万円＞

地元農産物を使用したお菓子の加工・
販売を行います。

＊特定財源：公共施設等整備基金（410万円）

■事業承継支援事業【商工係：4125】

（新）第三者事業承継着手支援補助金 ＜30万円＞

事業承継者（事業を譲る側）が行うコンサル業務委託費の一部
を助成します。
【支援額】30万円/件（上限）

（新）第三者事業承継拡充補助金 ＜100万円＞

第三者事業承継が完了した新たな経営者に
対して、改修費等を助成します。
【支援額】100万円/件（上限）

■農業振興総合対策事業【農政係：3300】

（新）レディースファーム先進地視察 ＜4万8千円＞

多様な担い手として期待される女性農業者の
育成の研究を進めます。

（新）概要書作成業務（新井地区）

水利施設保全高度化事業
（令和5～9年度実施予定 新井用水水路トンネル工事Ｌ＝680ｍ）

＊特定財源：県支出金（1,240万円）



（１）暮らしを支える道路の整備

（２）住宅施策と空き家対策

（４）安全で安心な水道の確保

■町営住宅整備事業【調査計画係：4512】＜473万円＞

（新）町営住宅除却工事（豊岡住宅一部）

長寿命化計画に伴い、豊岡住宅の一部を除却します。

＊特定財源：国庫支出金（215万円）

■空き家対策事業【調査計画係：4532】＜100万円＞

（新）危険空き家除却支援事業補助金

危険な空き家を除却することにより、安全・安心
な生活と、町の景観を守ることを目的とし、上限
50万円を補助します。
＊特定財源：国庫支出金（50万円）

■水道老朽管更新工事【水道事業会計】
＜5,000万円＞

■町営住宅管理費【調査計画係：4511】＜113万円＞

（新）町営住宅老朽化調査（北梅戸・陣馬住宅一部）

計画的な統廃合に向けて、町営住宅の老朽化調査を行います。

（３）将来を見据えた都市づくり

■都市計画費【調査計画係：4411】 ＜ゼロ予算＞

（新）都市計画内部検討会立ち上げ

今後、更新を予定する「都市計画マスタープラン」の内部部局に
よるゾーニング事前検討等を実施します。

（継）平成30年度から5年間を老朽管の集中更新工事

期間と位置づけ、引き続き更新を行います。

Ⅴ.暮らしを支える強靭で快適

なライフラインの創造

（１）暮らしを支える道路の整備

（新）新規（拡）拡充（継）継続

【係名：事業コード】
【予算要求額○○○万円】

（継）道路改良工事
南田切線【3,436万円】

・設計監理業務負担金（386万円）
・工事請負費（3,050万円）
＊特定財源：国庫支出金（1,650万円）、地方債（1,210万円）

※事業の再掲有

（継）林道補助・単独事業

・測量・設計業務（横根山線企業局助成事業等）（109万円）
・工事請負費（1,480万円）

＊特定財源：県支出金（315万円）、ふるさといいじま応援
基金（98万円）、その他（500万円）

■林道整備事業【耕地林務係：3903】＜1,589万円＞

■社会資本整備交付金事業【建設係：4235】
＜1億2,800万円＞

（継）道路舗装補修工事
高尾原北線 工事請負費【2,050万円】
＊特定財源：国庫支出金（1,000万円）、地方債（900万円）

■県営農道整備事業【建設係：4238】＜2,000万円＞

■道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業【建設係：4252】＜5,312万円＞

（継）広域１号線ふれあい橋修繕工事
・設計監理業務負担金（212万円）
・工事請負費（5,100万円）
＊特定財源：国庫支出金（2,750万円）地方債（2,020万円）

（継）広域２号線
＊特定財源：地方債（1,800万円）
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（１）暮らしを支える道路の整備

Ⅵ.魅力向上で住みたい・

住み続けたい地域づくり

（１）町の魅力を生かした観光地域づくり

■飯島流ワーケーション事業
【環境循環ライフ構想推進室：1178】＜660万9千円＞

（継）農業塾マネージャー報償費、地域おこし協力隊活動費

ワーケーション推進協議会運営補助金 他
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※事業の再掲有

（新）新規（拡）拡充（継）継続

【係名：事業コード】
【予算要求額○○○万円】

■観光施設管理費【魅力デザイン係：4143】
＜4,250万円＞

（新）摺鉢窪避難小屋改修工事

雪崩により一部損壊した避難小屋の
改修を行います。

設計監理業務（184万8千円）
資材輸送業務（3,534万9千円）
工事請負費（2,310万円）
＊特定財源：県支出金（4,371万5千円）、

公共施設等整備基金（1,560万円）

（新）御座松橋改修工事【2,700万円】

築57年経過した老朽化した吊り橋の
改修を行います。
設計監理業務（200万円）
工事請負費（2,500万円）

＊特定財源：公共施設等整備基金（190万円）、
地方債（2,430万円）

（新）千人塚公園城ヶ池周辺
環境整備工事 【1,550万円】

夜間照明撤去及び設置、放送設備整備
＊特定財源：公共施設等整備基金（1,570万円）

■山岳観光費【魅力デザイン係：4144】
＜6,029万7千円＞

（２）儲かる飯島町の創出

■企業版ふるさと納税基金【地域係：1177】
＜100万円＞

（３）若者や子育て世代の人口を増やす

■定住促進事業【定住促進室：1171】 ＜4,060万円＞

（新）飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金
【3,000万円】

（新）飯島町に光をそそぐマイホーム取得奨励金
【ゼロ予算】

（新）民間宅地開発補助金 【1,000万円】

（新）町内事業者利用促進用品 【60万円】

町内事業者を利用し、町内に定住の
ための宅地又は住宅を購入した方に
「越百黄金」と「いいちゃん商品券」
を贈呈します。

（継）企業版ふるさと納税基金積立

全国の企業の皆さまから応援（寄附金）を
いただき、飯島町の地方創生に関する各種
事業を実施するための財源を確保します。
寄附金をいただいた年度に基金に積み立て、
翌年度の事業に活用します。

■観光費【魅力デザイン係：4141】 ＜100万円＞
（新）魅力向上情報発信町民ライター事業補助金



（新）住みよい地域推進費交付金

自治組織（区・自治会）から任意の申請に基づき交付していた「自
治活動保険加入補助金」を「地域づくり推進費」と合わせて一括交
付します。さらに、自治会においては「ごみステーション管理費」
についても併せて一括交付することにより支払や窓口の一本化を図
り、自治組織役員の負担軽減を推進します。

（４）住民参加で盛り上げるコミュニティ機能の充実

■元気なまちづくり推進事業【地域係：1174】
＜150万円＞

（継）まちなか活性化経済循環イベント補助金

いいじまラブリーフェスタ、信州飯島風街道りんりん祭
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（５）将来を見据えた自治組織への支援

■協働のまちづくり推進費【地域係：1192】＜642万円＞

■協働のまちづくり推進費【地域係：1192】
＜1,262万3千円＞

（拡）地域づくり支援員事業

町内4地区に配置された地域づくり支援員が、地域課題の解決・
地域活性化に向けた取り組みを進めていきます。

地域づくり推進費
(自治活動保険加入補助金含む)

ごみステーション管理費
※自治会のみ

自治組織会計口座交付

※自治組織からの申請不要

Ⅶ.「子どもの元気」と「学び
の力」でいきいき豊かな暮

らし ※事業の再掲有

【係名：事業コード】
【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続

■企画費【1175】 ＜120万円＞

■学校教育総務費、小中学校教育振興費
【こども室：5121、5221、5251、5321】

＜1,454万円＞（継）ICT教育推進事業

・ＩＣＴ支援員
・ＩＣＴ教材提示機器
・ＩＣＴ教室用パソコン
・デジタル教科書等

■七久保小学校管理費【こども室：5241】＜140万円＞

（新）七久保小学校オープンスペースアコーディオン
カーテン取付工事

（２）子どものための家庭環境づくりの支援

（１）子どもの健やかな体と豊かな心を育てる

（新）子育て世帯0-3歳上下水道関連応援事業

第2期飯島町子ども・子育て支援事業に基づき、出産後の親子が
生き生きした生活を確保できる支援策として応援します。

（新）いいじま☆すこやか子育て応援事業
～もぐもぐ給食応援～

子育てにかかる経済的負担を軽減するため、令和4年4月より、
保育園等の給食費（副食費）の無償化（3歳以上児）を
スタートします。

■子ども支援費【5123】 ＜22万円＞（支援相当額1,026万円）



Ⅷ.将来像を実現する創造力に
あふれた行政基盤づくり

（２）公共施設の適正管理・有効活用

※事業の再掲有

【係名：事業コード】
【予算要求額○○○万円】

（新）新規（拡）拡充（継）継続
（３）学ぼう「知ること・為すこと・共に生きること」

■公民館費【生涯学習係：5623】＜1,527万円＞

（新）飯島成人大学センター改修工事【1,479万円】

委託費（109万5千円）、工事請負費（1,369万5千円）

■体育館等管理費【生涯学習係：5721】
＜2,676万3千円＞

＊特定財源：地方債（1,460万円）

委託費（154万円）、工事請負費（2,522万3千円）

＊特定財源：地方債（2,670万円）

■屋外運動場管理費【生涯学習係：5722】
＜1,599万円＞

委託費（88万円）、工事請負費（1,511万円）

（５）芸術・文化を守りつなぐ

■図書館費【生涯学習係：5631】＜2,109万5千円＞

（新）移動図書館車更新

■文化館費【生涯学習係：5641】＜860万4千円＞

（新）文化館外構工事

委託費（81万2千円）、工事請負費（779万2千円）

＊特定財源：地方債（850万円）

＊特定財源：スポーツ振興くじ助成金（1,000万円）

＊特定財源：公共施設等整備基金（1,000万円）
コミュニティ助成金（1,000万円）

（新）田切野球場防球フェンス新設工事

（新）田切体育館屋根・外壁改修工事

（４）スポーツライフ「いつでも・どこでも・いつまでも」

■企画費【企画調整係：1161】＜2万円＞
（継）こども議会の開催

将来を担う児童・生徒の皆さんから、
意見や提案等をいただき、まちづくり
の参考にします。

■（新）『秘書広報係』の新設

「情報発信の強化」「情報化・ＤＸ※の推進」を目的として、
「秘書広報係」を設置します。

（３）効果的・効率的な財政運営

（２）住民ニーズに応える行政改革

（１）将来像を目指す仕組みづくり
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※DX（デジタル・トランスフォーメーション）：ICTの浸透が人々の生活にあらゆる面でより良い方向に変化させること。

（参考）



建設水道課
■道路維持費（構造物補修工事[町道町谷北橋・町道与田切地下歩道線]）

【建設係：4221】 ＜550万円＞

■社会資本整備総合交付金事業【建設係：4235】＜1億5,877万円＞
・南田切線（道路改良工事他） ＜1億489万円＞

＊特定財源：国庫支出金（5,720万円）、地方債(4,280万円）

・高尾原北線（道路舗装補修工事他） ＜5,388万円＞
＊特定財源：国庫支出金（2,600万円）、地方債(2,400万円）

産業振興課
■農業委員会費（情報収集等業務効率化支援事業[ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末整備]）

【農政係：3111】 ＜16万円＞
＊特定財源：国庫支出金（16万円）

■農業基盤整備促進事業（日曽利地区ほ場整備概要書作成業務）
【耕地林務係：3423】 ＜2,442万円＞

＊特定財源：県支出金（1,320万円）、分担金(170万円）

■農地耕作条件改善事業（南割用水頭首工）
【耕地林務係：3424】 ＜4,510万円＞

＊特定財源：地方債(850万円）

■農業施設災害復旧事業（補助）
【耕地林務係：5811】 ＜1,288万円＞

＊特定財源：県支出金（592万円）、分担金(115万円）

■農業施設災害復旧事業（単独）
【耕地林務係：5812】 ＜165万円＞

＊特定財源：分担金(16万円）

教育委員会
■学校施設環境改善交付金事業
・公立学校空調設備設置工事
【こども室：5211・5241・5311】 ＜9,440万円＞

＊特定財源：国庫支出金（3,020万円）、地方債(5,570万円）

・飯島小学校屋根修繕工事
【こども室：5211】 ＜4,763万円＞

＊特定財源：国庫支出金（1,610万円）、地方債(3,300万円）

・飯島小学校給食室配膳室建設工事
【こども室：5211】 ＜2,100万円＞

・旧学校給食センター解体工事
【こども室：5741】 ＜5,405万円＞

＊特定財源：国庫支出金（1,830万円）

総務課
■情報機器管理費（学校給食センター等ネットワーク構築業務）

【文書情報係：1167】 ＜188万円＞

「地域おこし協力隊制度」活用事業

■（継）定住促進事業（空き家・関係人口創出）（２名）
【魅力デザイン係：1171】＜818万円＞

■（継）伝統技術等承継支援事業（わら細工）（１名）
【商工係：4123】＜455万円＞

■（継）元気なまちづくり推進事業（１名）
【地域係：1174】＜455万円＞

■（継）飯島流ﾜｰｹｰｼｮﾝ推進事業（１名）
【環境循環ライフ構想推進室：1178】＜474万円＞

令和4年度隊員数：5名 ＜合計約2,202万円＞
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住民税務課
■戸籍住民基本台帳費（マイナンバーカード関連システム改修）

【住民係：1311】 ＜192万円＞

令和３年度からの主な繰越予定事業 ＜合計 約4億6,900万円＞



款 前年度当初予算額 予算額
構成比

（％）
比較 款 前年度当初予算額 予算額

構成比

（％）
比較

１ 町税 10億7,512万8千円 11億4,713万5千円 22.1 7,200万7千円 １ 議会費 7,098万1千円 7,099万6千円 1.4 1万5千円

２ 地方譲与税 6,980万円 7,160万円 1.4 180万円 ２ 総務費 7億8,390万5千円 8億6,727万3千円 16.7 8,336万8千円

３ 利子割交付金 80万円 50万円 0.0 △30万円 ３ 民生費 12億3,444万6千円 12億8,626万3千円 24.7 5,181万7千円

４ 配当割交付金 280万円 250万円 0.0 △30万円 ４ 衛生費 3億4,773万2千円 3億7,243万3千円 7.2 2,470万1千円

５ 株式等譲渡所得割
交付金

210万円 300万円 0.1 90万円 ６ 農林水産業費 4億9,023万3千円 4億6,385万9千円 8.9 △2,637万4千円

６ 法人事業税交付金 300万円 790万円 0.2 490万円 ７ 商工費 2億9,450万7千円 3億8,154万6千円 7.3 8,703万9千円

７ 地方消費税交付金 1億9,700万円 1億9,300万円 3.7 △400万円 ８ 土木費 5億5,697万8千円 5億7,406万6千円 11.0 1,708万8千円

９ 環境性能割交付金 580万円 620万円 0.1 40万円 ９ 消防費 1億4,611万7千円 1億5,722万7千円 3.0 1,111万円

11 地方特例交付金 2,175万円 500万円 0.1 △1,675万円 10 教育費 4億8,873万2千円 4億4,439万6千円 8.6 △4,433万6千円

12 地方交付税 17億4,000万円 18億9,000万円 36.4 1億5,000万円 11 災害復旧費 2万6千円 2万6千円 0.0 0円

13 交通安全対策特別
交付金

130万円 130万円 0.0 0円 12 公債費 5億4,232万4千円 5億6,089万9千円 10.8 1,857万5千円

14 分担金及び負担金 3,160万4千円 2,145万8千円 0.4 △1,014万6千円 13 諸支出金 1万9千円 1万6千円 0.0 △3千円

15 使用料及び手数料 6,415万8千円 6,257万8千円 1.2 △158万円 14 予備費 2,500万円 2,000万円 0.4 △500万円

16 国庫支出金 3億6,913万2千円 4億3,284万5千円 8.3 6,371万3千円

17 県支出金 3億7,212万7千円 3億9,342万6千円 7.6 2,129万9千円

18 財産収入 1,159万4千円 760万8千円 0.1 △398万6千円

19 寄附金 4,010万円 4,800万円 0.9 790万円

20 繰入金 3億1,686万6千円 3億7,678万6千円 7.2 5,992万円

21 繰越金 6,000万円 6,000万円 1.2 0円

22 諸収入 3億1,074万1千円 2億4,866万4千円 4.8 △6,207万7千円

23 町債 2億8,520万円 2億1,950万円 4.2 △6,570万円

合 計 49億8,100万円 51億9,900万円 100.0 2億1,800万円 49億8,100万円 51億9,900万円 100.0 2億1,800万円
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一般会計予算フレーム



一般会計「歳入予算」のポイント

【ポイント】
歳入の総額は51億9,900万円です。
歳入全体では、農地耕作条件改善事業や道路維持事業の町道広域１号線の舗装補修工事が一部完了したことに伴い分担金及び町債が減と

なっていますが、社会資本整備総合交付金事業や道路更新防災対策事業の実施に伴う国庫支出金の増や、各公共施設の改修や整備に伴う繰入
金の増により、令和３年度と比較して4.4％（2億1,800万円）の増となっています。

■令和４年度歳入（収入）の内訳 ■財源割合（構成）

区分 予算額 対前年度増減額 増減率

町税 11億4,713万5千円 7,200万7千円 6.7％

分担金及び負担金 2,145万8千円 △1,014万6千円 △32.1％

使用料及び手数料 6,257万8千円 △158万円 △2.5％

財産収入 760万8千円 △398万6千円 △34.4％

繰入金 3億7,678万6千円 5,992万円 18.9％

繰越金 6,000万円 0円 0.0％

その他
（寄付金・諸収入）

4,867万5千円 790万円 19.4％

小計 17億2,424万円 1億2,411万5千円 7.8％

地方交付税 18億9,000万円 1億5,000万円 8.6％

国庫支出金 4億3,284万5千円 6,371万3千円 17.3％

県支出金 3億9,342万6千円 2,129万9千円 5.7％

町債 2億1,950万円 △6,570万円 △23.0％

その他
（地方譲与税、諸収入等）

5億3,898万9千円 △7,542万7千円 △12.3％

小計 34億7,476万円 9,388万5千円 2.8％

合計 51億9,900万円 2億1,800万円 4.4％

自
主
財
源

依
存
財
源

(参考)自主財源は、自治体が自ら権能に基づいて自主的に収入できる財源で、自主財源比
率は、財源全体に占める自主財源の比率です。自主財源の多少は、行政活動の自立性、安
定性を図る尺度となります。しかし、現行の地方財政制度では、地方交付税や国庫支出金
が自主財源の補完的要素を有していることや、大きな投資（起債）などの要因により見か
け上の比率が大きく変動することがあることから、この比率が低いことが必ずしも財政運
営の安定性を損ねているとは限りません。

自主財源

33.1%

依存財源

66.9%

町税

22.1%

繰入金

7.2%

使用料及び

手数料

1.2%

繰越金

1.2%

分担金及び

負担金

0.4%

財産収入

0.1%その他（寄付

金、諸収入）

0.9%

地方交付税

36.4%

国庫支出金

8.3%

県支出金

7.6%

町債

4.2%

その他（地方譲与

税、諸収入等）

10.4%
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一般会計「歳入予算」の主な内容（自主財源）

【主な増減理由】新型コロナウイルス感染症の影響が最小限に抑えられたことによる増
・個人町民税 ⇒ 個人収入の安定により2,608万円の増
・法人町民税 ⇒ 企業収益の増加により1,388万円の増
・固定資産税 ⇒ 減免の特例措置終了により2,831万円の増

町 税 11億4,713万5千円 前年度比 7,200万7千円（6.7％）増

区分 予算額 対前年度増減額 増減率

町民税 4億1,711万3千円 3,996万6千円 10.6％

個人町民税 3億6,889万8千円 2,608万3千円 7.6％

法人町民税 4,821万5千円 1,388万3千円 40.4％

固定資産税 6億4,098万1千円 2,831万6千円 4.6％

軽自動車税 4,257万8千円 149万4千円 3.6％

たばこ税 4,646万3千円 223万1千円 5.0％

合計 11億4,713万5千円 7,200万7千円 6.7％

繰入金 3億7,678万6千円 前年度比 5,992万円（18.9％）増

【主な増減理由】

・財政調整基金 ⇒ 4,600万円の増
・減債基金 ⇒ 1,419万2千円の減（町債繰上償還予定）

（一般会計：7,195万8千円）

・高度情報化基金 ⇒ 4,380万円の減
・公共施設等整備基金 ⇒ 6,310万円の増

区分 予算額 対前年度増減額 増減率

財政調整基金 1億2,900万円 4,600万円 55.4％

減債基金 7,195万8千円 △1,419万2千円 △16.5％

公共施設等整備基金 8,080万円 6,310万円 356.5％

高度情報化基金 3,320万円 △4,380万円 △56.9％

地域福祉基金 1,500万円 △1,100万円 △42.3％

ふるさといいじま
応援基金

4,522万8千円 1,821万2千円 67.4％

企業版ふるさと納税
基金

160万円 160万円 皆増

合計 3億7,678万6千円 5,992万円 18.9％
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個人町民税

32.2%

法人町民税

4.2%

固定資産税

55.9%

軽自動車税

3.7%

たばこ税

4.0%

3,000

8,300

12,900

令和2年度

令和3年度

令和4年度

財政調整基金当初予算繰入金の推移（万円）



一般会計「歳入予算」の主な内容（依存財源１）

町 債 2億1,950万円 前年度比 6,570万円（23.0％）減

【主な増減理由】

・公共施設等適正管理推進事業債
⇒2,970万円の減（広域農道 町道広域１号線）

・農地耕作条件改善事業（一般補助施設整備等事業債）
⇒1,170万円の減（南割用水地区）

・緊急防災・減災事業 ⇒4,200万円の増
（田切体育館屋根・外壁改修、飯島成人大学センター改修ほか）

・地域活性化事業 ⇒2,430万円の増
（御座松橋改修、飯島陣屋記念館改修）
・道路更新防災等対策事業費補助事業 ⇒810万円の増
（町道広域１号線ふれあい橋）
・臨時財政対策債 ⇒9,300万円の減

区分 予算額
対前年度
増減額

増減率

総務債（緊急防災・減災事業債） 5,150万円 4,200万円 442.1％

農林水産業債（県営事業・農村地域防災減災事業） 1,250万円 △310万円 △19.9％

農林水産業債（県営事業・農道整備事業） 1,800万円 △450万円 △20.0％

農林水産業債（農地耕作条件改善事業） 0円 △1,170万円 皆減

商工債（地域活性化事業） 2,430万円 2,430万円 皆増

土木債（社会資本整備総合交付金事業） 3,480万円 △30万円 △0.9％

土木債（公共施設等適正管理推進事業） 0円 △2,970万円 皆減

土木債（道路更新防災等対策事業費補助事業） 2,020万円 810万円 66.9％

教育債（地域活性化事業） 220万円 220万円 皆増

臨時財政対策債 5,600万円 △9,300万円 △62.4％

合 計 2億1,950万円 △6,570万円 △23.0％

地方交付税 18億9,000万円 前年度比 1億5,000万円（8.6％）増

区分 予算額
対前年度
増減額

増減率

普通交付税 17億7,000万円 1億2,000万円 7.3％

特別交付税 1億2,000万円 3,000万円 33.3％

合 計 18億9,000万円 1億5,000万円 8.6％

区分
令和３年度
末残高見込

割合
年度中増減見込

令和４年度
当初予算時

割合
借入見込額 償還予定額

その他の町債 25億4,951万円 56.1％ 1億6,350万円 2億8,836万円 24億2,465万円 57.3％

臨時財政対策債 19億8,995万円 43.9％ 5,600万円 2億4,435万円 18億0,160万円 42.7％

合計 45億3,946万円 100.0％ 2億1,950万円 ５億1,516万円 42億2,625万円 100.0％

＊町債全体の合計残高は、令和３年度末見込みで45億
3,946万円、令和４年度中の増減見込みにより、令和４
年度当初時点で42億2,625万円となっています。

一般会計「町債」の状況

※令和３年度末残高見込及び令和４年度当初予算の数値は、令和３年度３月補正予
算（案）までの数値を反映させたものであり、今後、令和３年度中の予算補正や事
業費の確定等により変動することがあります。
※元金のみ（利息は含まれない）
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【主な増減理由】
・国の地方財政対策、令和３年度の地方交付税の収入見込額等を勘案し、
１億２,000万円の増

・特別交付税についても、令和３年度の収入見込額等を勘案し、
3,000万円の増



一般会計「歳入予算」の主な内容（依存財源２）

国庫支出金 4億3,284万5千円 前年度比 6,371万3千円（17.3％）増

【主な増減理由】

・町道南田切線、本郷飯島線他、道路整備事業に係る「社会資本整備総合交付金」
1,770万円の増

・町道広域１号線ふれあい橋の長寿命化修繕に係る「道路更新防災対策事業」
1,238万円の増

・新エネルギー普及対策事業に係る「二酸化炭素排出抑制対策事業」1,000万円の増

区分 予算額
対前年度
増減額

増減率

国庫支出金 4億3,284万5千円 6,371万3千円 17.3％

県支出金 3億9,342万6千円 2,129万9千円 5.7％

合計 8億2,627万1千円 8,501万2千円 11.5％

地方譲与税 各種交付金 2億9,100万円 前年度比 1,335万円（4.4％）減

区分 予算額 対前年度増減額 増減率

地方譲与税 7,160万円 180万円 2.6％

利子割交付金 50万円 △30万円 △37.5％

配当割交付金 250万円 △30万円 △10.7％

株式等譲渡所得割交付金 300万円 90万円 42.9％

法人事業税交付金 790万円 490万円 163.3％

地方消費税交付金 1億9,300万円 △400万円 △2.0％

環境性能割交付金 620万円 40万円 6.9％

地方特例交付金 500万円 △1,675万円 △77.0％

交通安全対策特別交付金 130万円 0円 0.0％

県支出金 3億9,342万6千円 前年度比 2,129万9千円（5.7％）増

【主な増減理由】

・摺鉢窪避難小屋改修事業に係る「中央アルプス国定公園重点整備支援事業」4,593万5千円の増
・新規就農・経営継承総合支援事業に係る「新規就農者育成総合対策事業」468万円の増
・「農林水産省共通申請サービス（eMAFF）」の整備に係る「経営所得安定対策等推進事業」384万5千円の増
・ラジコン草刈機シェアリング事業に係る「中山間地農業ルネッサンス推進事業」 303万9千円の増
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【主な増減理由】

○令和4年度の国の地方財政対策や長野県収入見込額の情報を基に
町の決算見込額を勘案し試算を行った。

・地方譲与税では、地方揮発油譲与税が前年同額の1,800万円、
自動車重量譲与税が100万円、森林環境譲与税が80万円の増

・利子割交付金、配当割交付金、地方消費税交付金、地方特例
交付金は、国の試算額に基づきそれぞれ10％～77％の減

・令和3年度創設の「新型コロナウイルス感染症対策地方税減収
補填特別交付金」は、令和4年度の対象が商業地の地価上昇分
へ変更となり、当町では該当なしのため皆減（△1,375万円）



一般会計「歳出予算」（目的別）のポイント
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【ポイント】

歳出の総額は51億9,900万円です。
歳出全体では、飯島体育館大規模改修工事の完了に伴い教育費が減となっていますが、摺鉢窪避難小屋の改修に伴う工事及び資材輸送業

務により商工費の増、また「飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金」、「民間宅地開発補助金」などの補助金の拡充や、庁内ネット
ワーク及び校務系システム再構築等により総務費が増となり、令和３年度と比較して4.4％（2億1,800万円）の増となっています。

■令和４年度歳出（支出）の目的別内訳 ■目的別割合

■目的別の主な増減理由

区分 予算額 対前年度増減額 増減率

議会費 7,099万6千円 1万5千円 0.0％

総務費 8億6,727万3千円 8,336万8千円 10.6％

民生費 12億8,626万3千円 5,181万7千円 4.2％

衛生費 3億7,243万3千円 2,470万1千円 7.1％

農林水産業費 4億6,385万9千円 △2,637万4千円 △5.4％

商工費 3億8,154万6千円 8,703万9千円 29.6％

土木費 5億7,406万6千円 1,708万8千円 3.1％

消防費 1億5,722万7千円 1,111万円 7.6％

教育費 4億4,439万6千円 △4,433万6千円 △9.1％

災害復旧費 2万6千円 0円 0.0％

公債費 5億6,089万9千円 1,857万5千円 3.4％

諸支出金 1万6千円 △3千円 △15.8％

予備費 2,000万円 △500万円 △20.0％

合計 51億9,900万円 2億1,800万円 4.4％

・総務費では主に「飯島町に光をそそぐマイホーム取得補助金」、
「民間宅地開発補助金」4,000万円の増、庁内及び校務系
ネットワーク再構築業務3,289万6千円の増

・商工費では主に摺鉢窪避難小屋改修工事6,029万7千円の増、
町商工業振興資金利子補給700万円の増

・消防費では主に年報酬等の消防団員処遇改善1,043万円の増
・教育費では主に飯島体育館大規模改修工事8,702万1千円の減

民生費

24.7%

総務費

16.7%

土木費

11.0%

公債費

10.8%

農林水産業費

8.9%

教育費

8.6%

商工費

7.3%

衛生費

7.2%

消防費

3.0%

議会費

1.4%

その他

0.4%



一般会計「歳出予算」（性質別）のポイント

【ポイント】
歳出全体では、道路維持事業の町道広域１号線の舗装補修工事が一部完了したことに伴い維持補修費が減となっていますが、社会資本整備

総合交付金事業による道路改良工事や、山岳観光事業の摺鉢窪避難小屋改修工事等により普通建設事業費が大幅に増、またふるさといいじま
応援基金や企業版ふるさと納税基金が増えたことにより積立金が増となっています。

■令和４年度歳出（支出）の性質別内訳

区分 予算額 対前年度増減額 増減率

義務的経費 22億1,457万7千円 6,828万4千円 3.2％

人件費 11億2,021万9千円 2,995万3千円 2.7％

扶助費 5億3,345万9千円 1,975万6千円 3.8％

公債費 5億6,089万9千円 1,857万5千円 3.4％

投資的経費 6億6,993万6千円 1億3,951万2千円 26.3％

普通建設事業費 6億6,991万円 1億3,951万2千円 26.3％

災害復旧費 2万6千円 0円 0.0％

その他経費 23億1,448万7千円 1,020万4千円 0.4％

物件費 6億3,404万9千円 △2,908万7千円 △4.4％

維持補修費 1,615万2千円 △3,351万4千円 △67.5％

補助費等 9億3,572万1千円 3,567万4千円 4.0％

積立金 4,949万4千円 787万9千円 18.9％

投資及び出資金・貸付金 2億6,150万円 2,980万円 12.9％

繰出金 3億9,757万1千円 445万2千円 1.1％

予備費 2,000万円 △500万円 △20.0％

合計 51億9,900万円 2億1,800万円 4.4％

■性質別割合（構成）

（参考）普通建設事業の補助・単独割合：補助事業費3億5,912万9千円（53.6％）、単独事業費3億1,078万1千円（46.4％）

義務的経費

42.6%

投資的経費

12.9%

その他の経費

44.5%

人件費

21.5%

公債費

10.8%

扶助費

10.3%

普通建設事業費

12.9%
災害復旧費

0.0%

補助費等

18.0%

物件費

12.2%

繰出金

7.6%

投資及び出資

金・貸付金

5.0%

積立金

1.0%

維持補修費

0.3%

予備費

0.4%
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一般会計「基金」の状況
【ポイント】
財政調整基金残高は、令和３年度末で10億3千万円の見込みとなっており、

令和４年度の繰入金1億2,900万円と積立金126万円により、令和４年度当
初時点で9億800万円となっています。
基金全体の合計残高は、令和３年度末で17億7千万円、令和４年度中の増

減見込みにより、令和４年度当初時点で14億4千万円となっています。

■基金残高

※令和３年度末残高見込及び令和４年度当初予算時の数値は、令和３年度３月補正予算までの数値を反映
させたものであり、今後、令和３年度中の予算補正や事業費の確定等により変動することがあります。

主要建設事業の状況

◎＝新規事業 ○＝大幅増額事業

【ポイント】
普通建設事業の総額は、6億6,991万円で、令和３年度と比較して

26.3％（1億3,951万2千円）の増となっています。
社会資本整備総合交付金や道路更新防災対策事業等の国庫支出金や、

公共事業等債等の町債を財源とした道路等の改良工事や補修工事が大半
を占めています。

（単位：千円）

区分
令和３年度
末残高見込

年度中増減見込
令和４年度
当初予算時

繰入金 積立金

財政調整基金 10億3,615万2千円 1億2,900万円 126万1千円 9億841万3千円

減債基金 1億2,686万3千円 7,195万8千円 5万3千円 5,495万8千円

公共施設等
整備基金

2億9,550万6千円 8,080万円 8万8千円 2億1,479万4千円

高度情報化
基金

1億4,267万9千円 3,320万円 4万7千円 1億952万6千円

地域福祉基金 1億3,965万1千円 1,500万円 3万6千円 1億2,468万7千円

ふるさといい
じま応援基金

2,665万1千円 4,522万8千円 4,700万8千円 2,843万1千円

海外派遣国際
交流事業基金

460万5千円 0円 1千円 460万6千円

企業版ふるさ
と納税基金

160万円 160万円 100万円 100万円

合計 17億7,370万7千円 3億7,678万6千円 4,949万4千円 14億4,641万5千円

積
立
基
金

（単位：千円）
事業名 予算額

◎ 庁内ネットワーク・校務系システム再構築等事業 3,289万6千円

◎ 庁舎空調機器更新工事 1,334万6千円

○ 林道整備事業（横根山線） 1,480万円

◎ 道の駅田切の里食品加工室改修工事 465万2千円

県営事業
（原井用水、ＪＲ水管橋、中央道跨水路橋）

2,042万円

◎
社会資本整備総合交付金事業
町営住宅除却工事（豊岡住宅一部）

473万円

○
道路更新防災対策事業
（橋りょう点検、ふれあい道橋長寿命化修繕工事）

6,400万円

社会資本整備総合交付金事業
（南田切線、本郷飯島線等）

1億2,300万円

◎ 摺鉢窪避難小屋改修工事 6,029万7千円

◎ 御座松橋改修工事 2,700万円

◎ 田切体育館屋根・外壁改修工事 2,676万3千円

◎ 移動図書館車更新 2,109万5千円
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特別会計等の状況①

国民健康保険特別会計 9億5,446万5千円 前年度比 1,517万9千円（ 1.6％）減

（歳入）

（歳出）

款
令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１ 国民健康保険税 1億8,980万7千円 19.9 1億7,647万5千円 18.2 1,333万2千円 7.6

４ 使用料及び手数料 10万円 0.0 10万円 0.0 0円 0.0

６ 県支出金 6億7,274万2千円 70.5 7億66万3千円 72.3 △2,792万1千円 △4.0

８ 財産収入 6万円 0.0 4万3千円 0.0 1万7千円 39.5

10 繰入金 9,034万円 9.5 9,094万7千円 9.4 △60万7千円 △0.7

11 繰越金 1千円 0.0 1千円 0.0 0円 0.0

12 諸収入 141万5千円 0.1 141万5千円 0.1 0円 0.0

歳入合計 9億5,446万5千円 100.0 9億6,964万4千円 100.0 △1,517万9千円 △1.6

款
令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１ 総務費 1,874万2千円 2.0 1,848万円 1.9 26万2千円 1.4

２ 保検給付費 6億5,651万円 68.8 6億8,394万1千円 70.5 △2,743万1千円 △4.0

３
国民健康保険事業費
納付金

2億4,597万1千円 25.8 2億3,421万7千円 24.2 1,175万4千円 5.0

６ 保健事業費 3,121万9千円 3.3 3,072万円 3.2 49万9千円 1.6

７ 基金積立金 6万1千円 0.0 4万4千円 0.0 1万7千円 38.6

９ 諸支出金 52万6千円 0.0 84万4千円 0.1 △31万8千円 △37.7

10 予備費 143万6千円 0.1 139万8千円 0.1 3万8千円 2.7

歳出合計 9億5,446万5千円 100.0 9億6,964万4千円 100.0 △1,517万9千円 △1.6
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特別会計等の状況②

後期高齢者医療特別会計 1億5,642万6千円 前年度比 111万8千円（0.7％）減

（歳入）

（歳出）

款

令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１ 後期高齢者医療保険料 1億324万2千円 66.0 1億819万6千円 68.7 △495万4千円 △4.6

４ 繰入金 5,198万円 33.2 4,814万4千円 30.6 383万6千円 8.0

5 繰越金 100万円 0.7 100万円 0.6 0円 0.0

6 諸収入 20万4千円 0.1 20万4千円 0.1 0円 0.0

歳入合計 1億5,642万6千円 100.0 1億5,754万4千円 100.0 △111万8千円 △0.7

款

令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１ 総務費 1,645万1千円 10.5 1,637万3千円 10.4 7万8千円 0.5

２
後期高齢者医療
広域連合納付金

1億3,972万円 89.3 1億4,091万6千円 89.4 △119万6千円 △0.8

3 諸支出金 25万4千円 0.2 25万4千円 0.2 0円 0.0

4 予備費 1千円 0.0 1千円 0.0 0円 0.0

歳出合計 1億5,642万6千円 100.0 1億5,754万4千円 100.0 △111万8千円 △0.7

後期高齢者

医療保険料

66.0%

繰 入 金

33.2%

そ の 他
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歳入
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特別会計等の状況③

介護保険特別会計 11億2,873万9千円 前年度比 722万円（0.6％）増

（歳入）

（歳出）

款
令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１ 保険料 2億1,553万2千円 19.1 2億1,467万円 19.1 86万2千円 0.4

2
分担金及び負担
金

231万円 0.2 181万6千円 0.2 49万4千円 27.2

4 国庫支出金 2億7,582万8千円 24.4 2億7,286万7千円 24.3 296万1千円 1.1

5 支払基金交付金 2億8,921万2千円 25.6 2億8,653万2千円 25.6 268万円 0.9

6 県支出金 1億5,929万2千円 14.1 1億5,840万円 14.1 89万2千円 0.6

10 繰入金 1億8,149万7千円 16.1 1億8,288万7千円 16.3 △139万円 △0.8

11 繰越金 50万円 0.1 50万円 0.1 0円 0.0

13 諸収入 456万8千円 0.4 384万7千円 0.3 72万1千円 18.7

歳入合計 11億2,873万9千円 100.0 11億2,151万9千円 100.0 722万円 0.6

款

令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１ 総務費 2,509万3千円 2.2 2,643万円 2.4 △133万7千円 △5.1

２ 保検給付費 10億4,755万8千円 92.8 10億3,802万2千円 92.5 953万6千円 0.9

5
地域支援事業
費

5,587万9千円 5.0 5,685万9千円 5.1 △98万円 △1.7

6 基金積立金 7千円 0.0 6千円 0.0 1千円 16.7

8 諸支出金 10万2千円 0.0 10万2千円 0.0 0円 0.0

9 予備費 10万円 0.0 10万円 0.0 0円 0.0

歳出合計 11億2,873万9千円 100.0 11億2,151万9千円 100.0 722万円 0.6

支払基金

交付金
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国庫支出金

24.4%
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0.0%
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特別会計等の状況④

水道事業会計 【支出】4億4,013万3千円 前年度比 1,699万8千円（3.7％）減

（収入）

（支出）

款-項

令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１-1 営業収益 2億1,037万9千円 69.1 2億344万5千円 58.7 693万4千円 3.4

1-2 営業外収益 2,150万円 7.1 2,155万9千円 6.2 △5万9千円 △0.3

2-1 企業債 7,000万円 23.0 1億2,000万円 34.6 △5,000万円 △41.7

2-2 負担金 250万円 0.8 174万4千円 0.5 75万6千円 43.3

収入合計 3億437万9千円 100.0 3億4,674万8千円 100.0 △4,236万9千円 △12.2

款-項
令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１-1 営業費用 1億9,201万7千円 43.6 1億8,266万5千円 40.0 935万2千円 5.1

1-2 営業外費用 3,343万4千円 7.6 2,927万1千円 6.4 416万3千円 14.2

1-3 特別損失 1千円 0.0 1千円 0.0 0円 0.0

1-4 予備費 200万円 0.5 200万円 0.4 0円 0.0

2-1 建設改良費 8,804万1千円 20.0 1億2,323万3千円 27.0 △3,519万2千円 △28.6

2-2 企業債償還金 1億2,464万円 28.3 1億1,996万1千円 26.2 467万9千円 3.9

支出合計 4億4,013万3千円 100.0 4億5,713万1千円 100.0 △1,699万8千円 △3.7

営業収益

69.1%

企業債

23.0%

営業外収益

7.1%

負担金

0.8%

収入
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28.3%
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20.0%

営業外費用

7.6%

予備費

0.5% 特別損失

0.0%

支出
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特別会計等の状況⑤

下水道事業会計 【支出】9億37万円 前年度比 1,218万3千円（1.3％）減

（収入）

（支出）

款-項

令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１-1 営業収益 1億2,939万円 17.4 3億1,291万7千円 42.3 △1億8,352万7千円 △58.7

1-2 営業外収益 3億3,527万円 45.2 1億8,291万9千円 24.7 1億5,235万1千円 83.3

2-1 企業債 1億9,200万円 25.9 1億8,800万円 25.4 400万円 2.1

2-2 出資金 7,380万円 9.9 4,400万円 6.0 2,980万円 67.7

2-3
分担金及び負
担金

1,169万6千円 1.6 1,169万6千円 1.6 0円 0.0

収入合計 7億4,215万6千円 100.0 7億3,953万2千円 100.0 262万4千円 0.4

款-項
令和４年度 令和３年度

比較
増減率
％

予算額 構成比％ 予算額 構成比％

１-1 営業費用 3億8,729万円 43.0 4億355万6千円 44.2 △1,626万6千円 △4.0

1-2 営業外費用 7,501万円 8.4 8,635万3千円 9.5 △1,134万3千円 △13.1

1-4 予備費 200万円 0.2 400万円 0.4 △200万円 △50.0

2-1 建設改良費 1,169万6千円 1.3 1,169万6千円 1.3 0円 0.0

2-2
企業債償還
金

4億2,437万4千円 47.1 4億694万8千円 44.6 1,742万6千円 4.3

支出合計 9億37万円 100.0 9億1,255万3千円 100.0 △1,218万3千円 △1.3

営業外収益

45.2%

企業債

25.9%

営業収益

17.4%

出資金

9.9%

分担金及び

負担金

1.6%

収入

企業債償還金

47.1%

営業費用

43.0%

営業外費用

8.4%

建設改良費

1.3%

予備費

0.2%

支出
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地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途の状況
8,700万円

11億5,598万1千円
（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）
（歳出）社会保障施策に要する経費

区分 事業名
令和４年度
当初予算額

財源内訳

特定財源 一般財源

国県支出金 地方債 その他
地方消費税交付金社
会保障財源化分

その他

社会福祉費 2,676万7千円 459万5千円 0円 101万5千円 277万5千円 1,838万2千円

障がい者福祉費 2億7,645万1千円 1億9,324万4千円 0円 73万7千円 1,081万8千円 7,165万2千円

老人福祉費 3,584万2千円 31万9千円 0円 408万1千円 412万4千円 2,731万8千円

児童福祉費 1億5,834万4千円 1億2,299万4千円 0円 373万6千円 414万7千円 2,746万7千円

ひとり親等福祉費 83万6千円 0円 0円 0円 11万円 72万6千円

小計 4億9,824万円 3億2,115万2千円 0円 956万9千円 2,197万5千円 1億4,554万4千円

国民健康保険事業 6,234万円 3,347万1千円 0円 0円 378万7千円 2,508万2千円

介護保険事業 1億7,357万8千円 694万6千円 0円 0円 2,185万8千円 1億4,477万4千円

後期高齢者医療事業 1億6,669万2千円 2,325万1千円 0円 640万6千円 1,797万6千円 1億1,905万9千円

国民年金費 39万7千円 0円 0円 0円 5万2千円 34万5千円

小計 4億300万7千円 6,366万8千円 0円 640万6千円 4,367万3千円 2億8,926万円

福祉医療費 5,204万1千円 1,888万1千円 0円 30万円 431万円 2,855万円

保健衛生費 1億2,275万4千円 180万円 0円 3,575万9千円 1,117万6千円 7,401万9千円

予防費 6,693万7千円 3,268万7千円 0円 202万2千円 422万8千円 2,800万円

母子保健費 1,300万2千円 51万円 0円 0円 163万9千円 1,085万3千円

小計 2億5,473万4千円 5,387万8千円 0円 3,808万1千円 2,135万2千円 1億4,142万3千円

合計 11億5,598万1千円 4億3,869万8千円 0円 5,405万6千円 8,700万円 5億7,622万7千円
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